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会
員
数
8
万
人
を
擁
す
る
イ
ギ
リ
ス
土
木
学
会

（
以
下
I
C
E
）で
は
、付
属
図
書
館
を「
知
識
移
転

部
門（K

now
ledge T

ransfer D
epartm

ent
）」

と
位
置
づ
け
て
、近
年
の
電
子
デ
ー
タ
化
を
テ
コ
に
、そ

の
役
割
を
拡
大
し
つつ
あ
る
。去
る
3
月
2
日（
月
）に
、

I
C
E
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
、日
英
土
木
学
会

図
書
館
の
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
と
専
門
図
書

館
の
あ
り
方
に
つい
て
議
論
を
行
っ
た
の
で
、I
C
E

図
書
館
の
活
動
概
要
を
報
告
す
る（
写
真
1
）。

I
C
E
図
書
館（
知
識
移
転
部
門
）の
役
割

　

I
C
E
は
そ
の
活
動
目
的
と
し
て
、①
土
木
技
術

に
か
か
わ
る
専
門
職
の
能
力
開
発
と
資
格
付
与
、②

技
術
者
相
互
の
知
識
と
実
務
技
術
の
情
報
交
換
、③

世
界
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
社
会
への
貢
献
の
促
進

の
3
点
を
掲
げ
て
お
り
、こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
過
程

に
お
い
て
図
書
館（
知
識
移
転
部
門
）は
、会
員
の
継
続

教
育
お
よ
び
生
涯
教
育
に
対
し
て
知
識
を
交
換
し
、

蓄
え
、広
め
、さ
ら
に
世
界
の
土
木
技
術
を
確
実
に
記

録
す
る
こ
と
で
、そ
の
役
割
を
果
た
す
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
図
書
館
活
動
は
、I
C
E
会
員
に
対
す

る「
知
識
移
転
」の
重
要
な
手
段
と
し
て
、講
習
会

や
出
版
事
業
と
並
ん
で
3
本
の
柱
の
一
つ
を
構
成
し

て
い
る
。知
識
移
転
部
門
の
中
期
計
画（
2
0
0
7

〜
2
0
1
2
年
）の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
世
界
で
最
も

充
実
し
た
工
学
知
識
の
情
報
ソ
ー
ス
」を
目
指
す
こ

と
を
掲
げ
て
い
る
。

I
C
E
会
員
数
の
状
況

　

1
8
1
8
年
に
設
立
さ
れ
た
I
C
E
は
、こ
の
10

年
後
の
1
8
2
8
年
に
公
益
法
人（Registered 

Charity

）の
認
可
を
受
け
た
。設
立
時
に
コ
ー
ヒ
ー

ハ
ウ
ス
で
開
催
さ
れ
た
と
さ
れ
る
歴
史
的
な
第
1
回

評
議
会
の
記
録
が
、図
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ
に
保
管
さ

れ
て
い
る（
写
真
2
）。

　

こ
れ
以
後
1
5
0
年
の
間
に
6
回
に
わ
た
り
設

立
認
可
の
補
足
・
変
更
が
行
わ
れ
た
が
、1
9
7
5

年
に
認
可
の
補
足
・
変
更
を
一
本
化
し
て
新
た
な
認

可
を
受
け
た
。こ
の
後
、地
方
公
共
団
体
技
術
者
協
会

（
1
9
8
4
年
）や
、土
木
技
能
者
協
会（
1
9
8
9

年
）を
吸
収
合
併
し
、会
員
数
は
8
万
人
に
達
し
て

い
る
。会
員
の
20
％
が
イ
ギ
リ
ス
以
外
の
1
5
2
ヶ

国
の
国
籍
者
で
あ
り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
団
体
で
も
あ

る（
図
1
）。

　

I
C
E
図
書
館
で
は
、原
則
と
し
て
会
員
に
限
定

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。近
年
の
電
子
デ
ー

タ
化
は
、イ
ギ
リ
ス
国
内
の
地
方
部
や
、世
界
に
分
布

す
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
へ
有
効
な
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

　

会
員
数
の
推
移
は
、過
去
5
年
間
連
続
し
て
増
加

傾
向
を
た
ど
って
い
る
が
、内
訳
で
は
、比
較
的
年
齢

層
の
若
い
会
員
数
が
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、正
会

員
、フェロ
ー
な
ど
の
年
齢
の
高
い
層
は
減
少
の
傾
向
で

あ
る
。現
時
点
の
会
員
内
訳
で
は
、仕
事
を
リ
タ
イ
ア

し
た
会
員
が
15
％
、約
1
万
2
0
0
0
人
お
り
、こ
の

層
が
I
C
E
活
動
に
依
然
大
き
な
影
響
を
維
持
し

て
い
る
。土
木
史
研
究
委
員
会（
P
H
E
W
）の
調
査
、

研
究
や
、高
速
道
路
建
設
史
の
図
書
の
発
刊
な
ど
の

過
去
の
技
術
実
績
の
記
録
は
、こ
の
層
に
依
存
し
て

お
り
、技
術
、知
識
の
継
続
に
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と

は
、注
目
に
値
す
る
。

I
C
E
図
書
館
の
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

　

I
C
E
図
書
館
は
、世
界
最
大
規
模
の
土
木
分

野
専
門
の
図
書
館
で
あ
る
。ロ
ン
ド
ン
の
国
会
議
事

堂
近
く
の
I
C
E
本
部
2
階
に
位
置
し
、地
階
に

は
資
格
保
有
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト（
公
文
書
管
理
の
専

門
家
）の
い
る
ア
ー
カ
イ
ブ（
書
庫
）が
あ
る
。図
書
館

ス
タ
ッフ
数
は
ア
ー
カ
イ
ブ
を
含
み
12
名
で
あ
る
。

　

主
な
蔵
書
・
資
料
に
は
、10
万
冊
を
超
え
る
図
書
、

コン
ファ
レ
ン
ス
発
行
物
、雑
誌
、報
告
書
、規
格
、ハン
ド

ブッ
ク
、映
像
、ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
な
ど
が
あ
る（
表
1
）。

　

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、資
料
の
検
索
、資
料
の
オ

ン
ラ
イ
ン
提
供
、コ
ピ
ー
、問
い
合
わ
せ
回
答
な
ど
の
ほ
か

に
、特
定
の
テ
ー
マ
、構
造
物
な
ど
に
関
す
る
調
査
委

イ
ギ
リ
ス
土
木
学
会（
I
C
E
）図
書
館
の
活
動
状
況

図
書
館
委
員
会 

委
員
長
　
五
十
畑 

弘 

（
日
本
大
学
生
産
工
学
部 

教
授
）

協
定
学
協
会

写真1　 ＩＣＥ図書館長との面談の状況（左：図書館長
（Head of Knowledge Transfer）のM．クライム氏）

写真2　
I CE設立時の議事録

（1818年1月2日にコー
ヒーハウスで開催された
ICE設立の第1回の評
議会議事録の1ページ
目。2ページ目に有名な

「技術者とは哲学者と作
業者の通訳のようなもの
で…」の記述がある）図1　ICEの会員数（ICEメンバーズガイド2009ほかより）

イギリス
63,100 人　79％

現役
68,300 人　85％

イギリス以外
17,100 人　21％

リタイア
11,900 人　15％

国内外比率 現役・リタイア比率
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託
も
行って
い
る
。ま
た
、海
外
を
含
み
図
書
の
貸
し
出

し
を
来
館
者
、メ
ー
ル
依
頼
双
方
に
対
し
て
受
け
付
け

て
お
り
、図
書
館
間
の
図
書
の
貸
出
し
も
行
って
い
る
。

　

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
は
、前
述
の
よ
う
に

基
本
的
に
は
会
員
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、イ
ギ

リ
ス
の
機
械
学
会（
I
M
E
）、土
木
測
量
協
会

（
I
C
E
S
）の
会
員
も
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

例
外
的
に
工
学
カ
ウ
ン
シ
ル
所
属
の
ほ
か
の
協
会
会

員
は
、所
属
協
会
を
通
じ
て
閲
覧
が
許
可
さ
れ
て
い

る
。こ
れ
以
外
の
一
般
に
対
し
て
は
、図
書
館
の
利

用・閲
覧
を
有
償
で
公
開
し
て
い
る
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、ウェブ
上
で
の
検

索
に
よ
り
論
文
全
文
の
ダ
ウ
ンロ
ー
ド
や
、ア
ー
カ
イ
ブ

資
料
に
つい
て
も
1
8
3
6
年
か
ら
現
在
ま
で
の
全

資
料
の
検
索
、閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。ま
た
、昨
年
か

ら
、ウェブ
上
で
I
C
E
収
蔵
資
料
の
す
べて
を
カ
バ
ー

す
る
図
書
目
録
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、図
書

の
予
約
、貸
し
出
し
な
ど
が
こ
れ
に
移
行
し
て
い
る
。

ま
だ
立
ち
上
が
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、昨
年

2
0
0
8
年
の
1
ヶ
年
で
1
万
人
の
利
用
者
が
あ
っ

た
。電
話
問
い
合
わ
せ
、来
館
に
対
し
て
、E
メ
ー
ル
に

よ
る
問
い
合
わ
せ
に
移
行
し
つつ
あ
る
。図
書
館
側
か

ら
の
回
答
は
、ほ
と
ん
ど
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
。

　

検
索
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、電

子
情
報
の
提
供
は
同
時
に
新
た
な
課
題
も
も
た
ら

し
て
い
る
。た
と
え
ば
、著
作
権
の
問
題
が
電
子
情

報
の
提
供
の
障
害
と
な
り
つつ
あ
る
。ま
た
、電
子
媒

体
の
長
期
的
な
耐
久
性
の
問
題
は
大
き
い
が
、現
段

階
で
は
特
に
手
を
打
って
い
な
い
。

出
版
活
動
、エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

　

I
C
E
は
公
益
法
人
で
あ
る
が
、商
業
団
体
で

あ
る
出
版
会
社
の
ト
ー
マ
ス
・
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
社
を
傘

下
に
も
っ
て
お
り
、こ
こ
を
通
じ
て
図
書
、雑
誌
の
出

版
が
行
わ
れ
て
い
る
。同
社
は
、図
書
、雑
誌
の
出
版

以
外
に
も
、研
修
、リ
ク
ル
ー
ト
、I
C
E
本
部
建
物

管
理
、ケ
ー
タ
リ
ン
グ
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
収
益
か
ら
年
間
3
万
ポ
ン
ド
の
資
金
を
無
税
で

I
C
E
に
贈
与
し
て
い
る
。

　

I
C
E
の
出
版
は
、各
種
の
活
動
の
成
果
と
し
て

行
わ
れ
る
が
、知
識
移
転
部
門
で
あ
る
図
書
館
も
、自

ら
が
主
導
し
て
図
書
を
発
刊
し
て
い
る
。た
と
え
ば
長

期
的
な
出
版
と
し
て
、高
速
道
路
の
建
設
史
シ
リ
ー
ズ

（T
he M

otorw
ay A

chievem
ent series

）
や
、

現
在
進
行
中
の
土
木
技
術
者
人
名
辞
典（T

he 

B
ibliographical D

ictionary of C
ivil 

E
ngineers

）は
、す
で
に
第
1
巻（
1
5
0
0
〜

1
8
3
0
年
）、2
巻（
1
8
3
0
〜
1
8
9
0
年
）

が
発
刊
済
み
で
、第
3
巻（
1
8
9
0
〜
）の
執
筆
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

I
C
E
図
書
館
は
、会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
第
一

と
し
て
い
る
が
、一
般
に
対
す
る
情
報
公
開
と
し
て

は
、著
名
な
土
木
技
術
者
や
そ
の
業
績
を
中
心
に

学
会
外
で
の
展
示
を
行
って
い
る
。テ
ム
ズ
川
に
永
久

係
留
さ
れ
博
物
館
と
な
って
い
る
軽
巡
洋
艦
ベ
ル
フ
ァ

ス
ト
や
、そ
の
下
流
に
あ
る
タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
の
展

示
が
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
土
木
学
会
図
書
館
に
お
け
る
活
動

　

土
木
学
会
図
書
館
に
お
け
る
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
ウェブ
の
利
用
の
拡
大
の
傾
向
、お
よ
び
そ
れ
に
伴
う

課
題
は
、I
C
E
の
場
合
と
多
く
の
共
通
点
を
も
つ
。

　

土
木
学
会
図
書
館
で
は
、こ
れ
ま
で
過
去
7
年
に

わ
た
っ
て
、科
研
費
を
得
て
コ
ン
テ
ン
ツ
の
積
極
的
な

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、最
近
で
は
こ
れ
ま
で
手
付
か

ず
と
な
っ
て
い
た
歴
史
的
土
木
構
造
物
の
図
面
に
つ

い
て
も
収
集
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
し
て
い
る
。収

蔵
資
料
の
電
子
化
の
成
果
と
し
て
、土
木
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
通
じ
て
、

多
く
の
資
料
を
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。I
C
E
の

場
合
、会
員
を
主
た
る
情
報
提
供
対
象
者
と
し
て

特
定
し
て
い
る
こ
と
や
、情
報
提
供
は
有
償
で
あ
る

の
に
対
し
、土
木
学
会
図
書
館
の
場
合
は
、ウ
ェブ
上

で
課
金
な
し
に
広
く
公
開
し
て
い
る
。展
示
に
つい
て

は
、土
木
学
会
図
書
館
で
は
、学
会
内
や
、全
国
大

会
な
ど
の
場
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行
って
い
る
。

　

土
木
図
書
館
の
利
用
頻
度
は
、来
館
者
が
年
間

約
4
0
0
0
名
程
度
で
あ
り
、こ
れ
に
対
し
土
木
図

書
館
ホ
ー
ムペ
ー
ジへの
ア
ク
セ
ス
数
は
、約
16
万
件
に

達
し
て
お
り
、ウェブ
を
通
じ
た
情
報
提
供
の
傾
向
が

強
い
。今
後
、電
子
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
と
と
も

に
、従
来
の
専
門
領
域
の
情
報
に
加
え
、イ
ン
フ
ラ
の

新
設
か
ら
既
設
施
設
の
維
持
、更
新
、あ
る
い
は
文
化

的
側
面
と
いっ
た
技
術
者
の
活
動
領
域
の
拡
大
に
よっ

て
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
への
ニ
ー
ズ
は

高
ま
り
、こ
れ
に
伴
って
図
書
館
も
学
会
活
動
の
柱

と
し
て
そ
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

図書 10万冊以上の蔵書
コンファレンス 
発行物

定期的に開催される主要なコンファレンスの資料
（土質工学、地震工学、オフショア技術など）

雑誌 約900種以上の世界各国の定期刊行物

報告書 主要な報告書シリーズ（TRLレポート、CIRIAレ
ポート、Hydraulics Research Reportなど）

規格 BS規格（過去のものも含む）、ユーロコード、およ
びDIN、US規格

ハンドブック 法令、準拠ガイド、専門辞典など
パンフレット類 2万点以上のパンフレット、技術レポート、抜き刷り
バーチャルライブラリ 論文集のダウンロード（有料）
AV 映像、ビデオ、スライドなど
条例、法令 道路、建設、安全など
アーカイブス 文書、技術資料、図面など
会員情報 過去の会員入会書、死亡記事、記録、家系

表1　ICE図書館の主な収蔵・資料

写真3　 ICE図書館内部（ICE本部の2階にある図書館内部。こ
のほか、ペントハウスにも書庫がある）

写真4　 
アーカイブの内部（地
下にあるアーカイブの
資料保管庫の内部。
この隣に資料閲覧室
がある）


